
香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

『木のギフト』お便り紹介 香美市から木のギフトを受け取

られた皆さんからのご感想、写

真を募集しています。投稿者の

氏名、写真、写真に映っている

方の名前(ペンネームで構いま

せん)と感想を、下のメールア

ドレスまでお送りください。

かいくん

木のギフトをありがとうございます。
プレゼントを開けた瞬間、とても喜んで
いました。大切に使わせていただきます。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
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望
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れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
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１
日
ま
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に
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応
募
く
だ
さ
い
。
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・
短
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」
係
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◆
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

図
書
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
や
作
業
を
お
手
伝
い

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
図
書
館
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
本
の
整
理

返
本
作
業
・
本
の
装
備
・
本
の

修
繕
・
バ
ー
コ
ー
ド
貼
付
な
ど

②
図
書
館
の
環
境
づ
く
り

館
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
・
展
示
作

成
・
花
の
植
え
替
え
な
ど

③
対
面
音
訳

活
字
を
読
む
こ
と
が
困
難
な
方

に
対
し
、
対
面
で
読
み
上
げ
る

サ
ー
ビ
ス

※

対
面
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
な

　

ど
を
受
講
さ
れ
た
方
に
限
り
ま
す
。

④
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
・
企
画

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

補
助
な
ど

⑤
読
み
聞
か
せ

お
は
な
し
会
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

◆
５
月
の
開
館
日
に
つ
い
て

　

５
月
大
型
連
休
中
の
、
図
書

館
の
開
館
・
休
館
は
次
の
と
お

り
で
す
。
休
館
中
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
休
館
中
の
返
却
は
、
返
却

ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
通
常
開
館
】

５
月
１
日(

木)

・
２
日(

金)

・
４
日(

日)

【
３
館
休
館
】

５
月
３
日(

土)

・
５
日(

月)

・
６
日(

火)

◆
子
ど
も
司
書
養
成
講
座

　

図
書
館
で
は
、
令
和
７
年
度

｢

子
ど
も
司
書
養
成
講
座｣ 

を
開

講
し
ま
す
。
本
の
知
識
と
楽
し

さ
を
伝
え
る
読
書
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
、

学
校
を
通
じ
て
募
集
要
項
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】

基
礎
研
修
／
実
技
・
実
地
研
修

／
専
門
研
修

【
対
象
】

香
美
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

お
よ
び
中
学
生

◆
読
書
が
困
難
な
方
へ

　

図
書
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
読
書
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、
読
書
補
助
具
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー

に
常
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
補
助
具
】

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ト
ラ
ッ
カ
ー

当
て
た
行
に
視
点
を
集
中
で
き
、

文
字
が
読
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

筆
談
ボ
ー
ド

聞
き
取
り
や
発
声
が
困
難
な
方

の
会
話
に
役
立
つ
、
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
の
ノ
ー
ト
で
す
。

老
眼
鏡
（
３
種
）

強
・
中
・
弱
の
３
種
の
度
数
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

▲ 図書館に常備している読書補助具

あ
ら
わ


